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[産業動物] 直垂重量日

血様心嚢水の高度貯留による循環障害がみられた乳牛の 1例
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要約

4歳3カ月齢ホルスタイン雌乳牛が下顎と胸垂の冷性浮腫および頚静脈怒張を呈し、超音波検査における心

臓周囲のフイブリン様構造物の存在、および心嚢水と胸水貯留所見より心膜炎が疑われた。病理解剖の結果、

心嚢は40X40X30cm大に拡張して血様心嚢水の貯留を認めたが、肉眼的に出血部位の特定はできなかった。出

血の原因については、外部からの衝撃などが考えられたものの確証は得られず不明であった。超音波検査など

によりも、嚢水の貯留が認められた場合には、心嚢内への出血も考慮すべき病態であると考えられた。

はじめに

牛において心嚢水の貯留は、拡張型化、筋症などの循環

障害時にみられる漏出液や創傷性'L、膜炎などの炎症性疾

患時にみられるi書出液が一般的である。これに対し血様

心嚢水の貯留、いわゆる心嚢血腫は、ヒトや犬では報告

されているが、牛においては稀である山。 今回、血様

心嚢水が高度に貯留と循環障害がみられた乳牛の l症例

に遭遇したためその概要を報告する。

症例

症例は北海道十勝管内で飼養されていた 4歳3カ月齢

のホルスタイン雌牛で、顎が腫れてきたとの菓告で診察

した。初診時(平成21年 2月4日、第 l病日)、頻脈 (120

回/分)、下顎~頚部における著しい冷性浮腫、頚静脈怒

張、心音強盛、肺音粗励および飛節炎を認め、抗生剤お

よび輸液により治療をした。第2病日には、血液検査で

正球性正色素性貧血と総タンパク質波度 (TP)の低下お

よび千GTPの増加が認められた。心電図において各波

の低電位を、また超音波検査において心嚢水および胸水

の貯留、心外膜への7イプリン様構造物の付着が認めら

れたため心膜炎が疑われ、第3病日に帯広畜産大学に搬
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図1 下顎と胸垂に冷性浮腫が認められる(第3病日)。

入された。搬入時、血液および血液生化学検査では貧血

とTPの改善がみられたがy-GTPはより高値を示した

(表1)。またALP、LDHの高値とリン、マグネシウム、

カリウムの低値を認めた。蛋白電気泳動像ではA/G比

の低下が認められたが、顕著な炎症パターンはみられな

かった。下顎~頚部の冷性浮腫はやや縮改善し、心電図

ではT波の高電位の他に異常は認められなかったが、

頚静脈怒張および心拍水音が聴取された。超音波検査に

おいて心外膜に7イプリン様構造物と多量の心嚢水と思

われる低エコー領域を認めた(図2)。また肝臓では中
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表 1 第3病日の血液および血液生化学検査所見

RBC 5.63X10'/凶 BUN 5.2暗/d/
Hb 1O.2g/d/ Creat 0.711"(/ dl 
PCV 26.6% ALP 215 U/ I 
MCV 47.2fl LDH 1640 U/ / 
MCH 18.1 pg GGT 139 u/ / 
MCHC 38.3g/d/ P 2.6暗/dl

Platele ωX10'/p/ Mg 1.4哩/d/
WBC 7，3∞/p/ Na 145mEq/ e 
Sta 1% K 2.6mEq/e 
Seg 71% CI 99mEq/ e 
Lym 21% TP 7.6g/d/ 

Mon 4% Alb 38.9% 

Eos 3% αglob 18.3% 

B.s 09地 日glob 10.9% 
γglob 31.9% 
A!G 0.6 

図2 心嚢水貯留 (PE)および心膜上にみられるフィ
プリン様構造物 (矢頭)(RA:右心房)

心静脈の拡張が認められた。

病理解部所見

第6病目に病理解剖を実施したところ下顎、胸垂およ

ひε一部の皮下組織に浮腫が認められた。胸腔内には、血

機胸水が中等量貯惚していた。胸水の性状は、 RBC:

0.23 X 1()6/μt、Ht:1.2%、TP:5.0g/必であった。心

援は40X40X30cm大に拡張し(図3)、内部には血様心

護水が多量に貯留していた (図4)。中皮組織の増生が、

とくに心底部や冠動静脈周囲で広範にみられたが、騒傷

性病変は認められなかった。心臓割面では左心壁の肥厚

が認められた。異物などが胃壁および横隔膜を穿過した

形跡は認められなかった。心嚢水の性状は、 RBC:1. 55 

Xj(J6/μt、Ht:8.1%、TP: 6.6 g /必、WBC:2.21x 

103/μtであった。多量の血様心嚢水の貯留を認めたもの

の、肉眼的に出血部位は特定できなかった。
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図3 胸腔では主主張した心嚢(矢印)がみ

られる (Lung:肺)

図4 心嚢切開時に認められた多量の血様心嚢水貯留

考 察

本症例は当初、頚静脈怒張、下顎と胸愛の冷性浮腫、

心袋水貯留および超音波検査所見より心膜炎を疑ったが、

病理解剖において血様心嚢水の高度貯留と診断されたも

のである。心電図検査においては第 l病日には低電位を

示Lたものの、第3病日にT波以外の各波は回復Lて

おり、また血清蛋白電気旅動検査ではαおよび日分画

の軽度の増加を示した以外には炎症像がほとんどみられ

なかったことより、典型的な心膜炎とは異なるもので

あった。生前の検査所見から、本症例の病態は心嚢水貯

留からの循環障害と考えられたが、 'L、設水の採取を行わ

なかったことから、心嚢水貯留の原因を特定することが

できなかった。

牛において血様心嚢水の貯留はまれであるが、これま
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で外傷性心膜炎[11、医原性心膜炎[2.31、心臓臆蕩[，、51に

伴う血様心fIi水貯留が報告されている。転倒など外部か

らの衝撃が胸腔に伝わり微細な静脈が損傷することが原

因と考えられた症例もあるが、因果関係は明らかにされ

ていない[日]。 今回の症例においても、血様心議水が貯

留する原因の特定には至らなかった。心獲水の性状は、

末梢JJIlに比べて蛋白質濃度は同等であるものの、赤血球

数が少なく、出血だけではなく二次的なi書出液が混在し

たものと考えられた。病理解剖において出血部位は特定

できなかったが、心底部!Iや冠動静脈周囲で中皮組織の増

生が顕著であったことから、同部周囲の小血管から出血

し、血液が心膜腔に緩徐に貯留した可能性が高いと推察

された。左心壁の肥厚はこの時の血様心婆水の緩徐な貯

留に対する適応と考えられた。出血の原因は転倒等によ

り周囲から瞬間的な外力が作用したこと等が考えられた

が、外傷は認められず確定はできなかった。今後、本症

例のように多量の心嚢水貯留が見られた場合、鑑別診断

としてI凪様心麓水の貯留を考慮し、心膜穿i/ill術を実施し

性状解析を行う必要があると思われた。
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